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はじめに

• 企業の研究開発のマネージメント

• 海外研究所（特に中国）の運営経験と

北京郵電大学（ＢＵＰＴ）客座教授

• Ｍüｎｃｈｅｎ工大滞在・交流とＦｒａｕｎｈｏｆｅｒ研究所

の諮問委員の経験

としてのささやかな経験を通して，

産業界から見た，国際化する大学への期待

について考えてみたい
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ＪＡＢＥＥプログラム点検書と「社会の要求」

全てにおいて教育と社会のかかわりを強く意識

特に
基準１ 「学習・教育目標の設定と公開」
(1) 項目(a) – (h)

(3) 社会の要求や学生の要望にも配慮

基準６ 「教育改善」
6.1 教育点検
(2) 社会の要求や学生の要望にも配慮する仕組み

産業界からの大学の教育・研究活動への要望を述べたい。
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大学も企業も国際化

• 大学における教育の国際化，ビジネス化

海外大学の事例

• 企業におけるビジネスも国際化

国際的 研究･開発･ビジネス人材の必要性

• 鍵のひとつがWA／JABEE

→ 大学と企業が力を合わせて世界への貢献を
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情報通信分野での交流の多様化の現状
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非英語国の例１：ドイツでの英語プログラム
International Degree Programmes

（ドイツ学術交流会ホームページ www.daad.de/deutschland/de/index.html）
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Computer Science, Mathematics
英語による修士課程リスト
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Ulm大学 Communications Technology



9

例２ ミュンヘン工大の英語による修士課程
Master of Science in Communications Engineering
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例３ ミュンヘン工大の中国進出 (同済大学と連携)
http://www.daad.org.cn/news.htm
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MSCEの有力教授が講義
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MITのOpenCourseWareの発展
http://web.mit.edu/newsoffice/2004/ocw-0922.html
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ヨーロッパのめざす 国際的人材育成策

―― 学生のMobility  

By Marijke Wahlers, HRK Hochschulrektorenkonferenz
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ヨーロッパ大学における単位互換システム

By Marijke Wahlers, HRK Hochschulrektorenkonferenz
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単位相互認定による魅力ある学位

By Marijke Wahlers, HRK Hochschulrektorenkonferenz
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Bolognaプロセスによる相互認定と期待

• 国際レベルの認証が前提に

• ヨーロッパでもWAが議論の対象

• 大学教育国際化や，国際的学生育成の期待
（JABEE認証プログラムへの期待も同様）
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Bolognaプロセスのドイツでの受けとめ

ダルムシュタット工科大 Ｐｒｏｆ． Ｈａｍｐｅの講演より

2005年12月1日 ＪＡＢＥＥ国際シンポジウムより



18

By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)



20By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム Dec. 2005)
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By Prof. M. Hampe (JABEE国際シンポジウム
Dec. 2005)
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ドイツ修士・学士での企業実習要求
ー Hampe教授からの追加情報 ー

Bachelor 課程で １２ 週間

Master 以前または修了までに ８ 週間以上

（企業チームプロジェクト参画など）

学生は自ら実習場所を探さなければならない

Wir verlangen von unseren Master-Studenten ein mindestens     
8-woechiges Industriepraktikum, das sie vor dem Studium oder
waehrend des Studiums zu absolvieren haben. Typischerweise
arbeiten die Studenten in einem industriellen Team an einem
Projekt mit. Die Studenten muessen sich den Praktikumsplatz
selbst suchen. Im Bachelor-Studium dauert das Industriepraktikum
12 Wochen, so dass sie insgesamt 20 Wochen in der Industrie
verbracht haben.
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海外の大学・研究機関との交流が増大

海外

企
業
間
交
流
・
連
携

日本

研
究

者
　　　　　　　　　　研

修
生

委
託

研
究

　　　　　　　　　　留
学

委託研究・客員教授・派遣学生

研究者・研究生 Ⅳ

研
究

者
　　　　　　　　　　　研

修
生

委
託

研
究

　　　　　　　　　　留
学

ⅠⅡ

官・学

大
学
間
交
流
・
連
携

企業

Ⅲ



28

パートナーとの共同研究拠点としての海外研究所

Fujitsu Labs.Fujitsu Labs.

FRDC(2)FRDC(2)

FLE(3)FLE(3)
FLA(1)FLA(1)

(1) FLA: Fujitsu Laboratories of America, Inc. (CA, MD and TX in U.S.A.)
(2) FRDC: Fujitsu Research and Development Center Co., Ltd. (Beijing in China)
(3) FLE: Fujitsu Laboratories of Europe Limited (London in U.K.)
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委託研究パートナーとしての海外の大学

• 政府・州政府が誘致に熱心(CoE戦略)

• 大学を挙げた推進組織・マーケティング

• マッチングファンドの恩恵

• 博士課程学生・有給研究員が研究の核

• IPRを含む交渉の責任者

• アウトソース契約とスケジュール管理

　　　　　　（研究＝ビジネス）
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背景

インセンティブが制度的に作りこまれている

• 研究資金がはじめから潤沢ではなく（例；70％）

　　　　努力によって増える仕組み

• 大学・機関間および大学・機関内に競争がある

• 従って，研究の出口・顧客を考える

このことによって，Technology Value-Chainが

つながりやすい

　　（教育ー基礎研究ー応用研究ー開発・製造

　　　　　　－社会・ユーザ）
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日英協力
英国大使館ホームページより

英国と日本の間では科学をテーマにした交流が日常的に行われて
います。毎年一万人以上の日英の研究者が英国大使館やブリティッシュ・
カウンシルが主催するセミナーや、ワークショップなどを通じて交流を
深めています。

英国の大学の科学者が持つ創造性と、日本の産業界が得意とする事業化・生産性
とがうまく結びついた連携が数多く存在することが示すように、英国の大学と日本の
企業間の交流も両国にとって大きな意味を持ちます。
英国の大学で行われる研究活動の水準は非常に高く、その質に関しては５年に

一度の割合で研究評価委員会により評価されます。高等教育基金による資金援助
（英国には政府による研究資金援助のシステムが二通りあり、高等教育基金による
援助はそのうちの一つです。もう一方のシステムについては上記研究会議の項目を
ご覧ください。）はこの評価に基づいて行われます。

英国の高等教育における研究活動に関する情報をご希望の方はこちらをご覧くださ
い。英国の大学

Copyright  C  1999-2003 British Embassy. All rights reserved.



32



33

例：ミュンヘン工科大との共同研究

～マッチングファンド活用で共同研究効率化～

国内外で
増加中富士通研究所委託：政府ファンド＝３：２

富士通研究所富士通研究所富士通研究所

ミュンヘン工科大ミュンヘン工科大ミュンヘン工科大

ドイツ政府ドイツ政府ドイツ政府

マッチングマッチング
ファンドファンド

委託委託
研究費研究費

共同共同
研究員研究員
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例：　ある米国大学のPR資料

教育の成果が研究受託のPRに

The Undergraduate Program

• Approximately 1700 undergraduate majors
– 260 B.S. degrees annually

• Balanced combination of theory and practice

• Strong honors program with research projects

• More NSF Fellows than almost all other 
institutions

• New ABET accredited Computer Engineering 
program with 600 students
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例 ミュンヘン工大は教育と研究でのランキングを主張



36

　　　

ドイツ Fraunhofer研究所の例

傘下研究所数　　 ５８　　（含　旧HHI，GMD）

職員総数　　　　 １２,５００人

研究予算年額 1 billion Euro

研究開発分野 電子情報通信，エネルギー，環境

形態 独立法人（Semi-governmental）

大学との連携 多くの研究リーダが大学兼務



37

例：　研究資金間のバランス（FhG, ドイツ）
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例： Balance between R&D-Value Chain and Financing
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（FhG, ドイツ）

R&D-Value Chain
Prototyping, 
Technology Transfer

Max-Planck-Gesellschaft

Fraunhofer-Gesellschaft

Industry

( 11,600人 )

Development, 
Engineering

Applied research

( 12,500人 )Application-
oriented basic 
research

Basic 
research

100 % public 100 % private Financing

Technology Value Chain の明確な意識

Fraunhofer研究所公開資料より
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IMECの例
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中国の大学の例

活発な競争環境

ハングリー精神（費用の３０％が不足）

「ビジネスは受注から始まる」方式
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例：　清華大学の企業連携対応組織

• 1983年　科学技術開発部設立

　　　　　　企業との協力ルートの開拓

• 1995年　「大学と企業の協力委員会」設立
　　　　　　　　　　UICC (University-Industry Cooperation Committee)

　　　　　　内外140余社（海外30%）メンバー

　　　　　　科学技術契約件数・金額増30%／年

清華大学 王大中 学長

日中科学・産業技術交流シンポジウム

　　　2002.7　於：人民大会堂
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北京郵電大学（ＢＵＰＴ）の戦略

• 教育・研究の国際化を目指し，英語教育強化

• 英語の授業増強（学長自ら率先）

• 産業界（含 海外）からの客座教授招聘

効果

• 学生の積極性

• 留学生の活躍



45

企業研究所における努力の例

マーケット指向のソリューション開発

ブロードバンドブロードバンドソリューションソリューション ユビキタスユビキタス

ITシステム、メディアITシステム、メディア

ネットワーク、モバイルコミュニケーションネットワーク、モバイルコミュニケーション

ペリフェラル、ストレージシステムペリフェラル、ストレージシステム

シリコン、フォト・エレクトロニクス、システムLSIシリコン、フォト・エレクトロニクス、システムLSI

材料、環境材料、環境

セキュリティセキュリティ

技術
開発
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いくつかの提案

産業界は大学の教育と研究に

熱い期待を持っています。

そのための提案です。
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テクノロジ バリューチェインをつなごう

+ + +

基礎研究 応用研究
開発製造

社会
ユーザ

教育
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テクノロジ・バリューチェインをつなごう
日本のバリューチェインは十分つながっているか？

教育 － 基礎研究 － 応用研究 － 開発・製造 －
－ 社会（ユーザ）

成果（Outcome）の出口はどこにつながるか
顧客（次段階のPlayer）は誰か

産業界は顧客指向・応用指向（下流方向）にシフトしているため，基
礎研究（上流方向）が手薄になり，大学との連携が不可欠に

基礎研究なしに海外から買ってきた技術の組み合わせで行うビジ
ネスに国際競争力はない

　　　　 －　ＪＡＢＥＥ・学協会の役割りの中心はここに　－
－ テクノロジ・バリューチェインを国際的につなぐ努力で

国際的な技術者が育つ －
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大学を中心とした連携の国際化を
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バリューチェイン強化のための人材交流を

• (U →I)  インターンシップ

可能なら 6ヶ月程度

• (U → I) 大学教員・研究者の企業滞在

• (I → U) 産業界リーダの大学滞在

• (I → U) 産業界の技術者を対象としたCPD
(Continuing Professional Development)



51

JABEEと生涯・継続専門教育の連携 （産業界期待）

Professional Development of Engineers

Initial Professional Development

Continuing Professional Development
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新しい人材への期待

• 基礎力をしっかり持った人材

• 柔軟な人材

• 技術者としての使命感，職業観を持った人材

• 人生に夢を持った人材

• グローバルな 視野と関心
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Center of Excellence
から

さらに

Network of Excellence* へ

* Prof. Djan Khoe, Eindhoven University of Technology
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Thank you!

mochida@fujitsu.com


